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生
き
る
力
を
秘
め
た
子
の
育
成
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幼
児
期
の
教
育
の
重
要
性
が
科
学
的
に
証
明

さ
れ
た
今
こ
そ
﹁
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
﹂
と

﹁
子
ど
も
の
基
本
的
人
権
﹂
の
保
障
が
確
保
さ

れ
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
幼
稚
園
が
、
幼
児
教

育
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
と
責
任
感
を
持

っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
栃
幼
連
幼
稚
園
教
育
功
労
者
表
彰

栃
幼
連
教
育
振
興
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

井
上
　
智
賀
︵
旭
幼
︶

栃
幼
連
教
育
研
究
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

子
　
佳
子
︵
矢
場
川
幼
︶

●
栃
幼
連
永
年
勤
続
表
彰

四
十
年
表
彰

四
名
　
三
十
年
表
彰

十
名

二
十
年
表
彰
十
五
名
　
十
年
表
彰
四
十
九
名

来
賓
祝
辞

本
大
会
に
際
し
、

栃
木
県
か
ら
北
山
勉

文
書
学
事
課
長
、
県

議
会
を
代
表
し
て
岩

崎
信
副
議
長
、
開
催

地
宇
都
宮
市
か
ら
岡

本
典
幸
子
ど
も
部
長
、

県
教
育
委
員
会
か

ら

  山
芳
樹
主
幹
に
、

髙

桒

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
六
〜
二
十
七
日
、

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と
宇
都
宮
市
内

各
会
場
に
お
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
﹃
幼
児
教

育
の
成
果
を
示
そ
う
﹄
〜
人
格
形
成
は
幼
児

期
の
生
活
と
あ
そ
び
か
ら
〜
の
も
と
、
県
内

百
八
十
園
、
千
五
百
五
名
の
参
加
者
を
集
め

て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
式
典
お
よ
び
講
演
会
と
実
技
講

習
、
二
日
目
は
十
七
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

研
究
・
研
修
に
取
り
組
ん
だ
。

式
典

主
催
者
挨
拶
︵
要
約
︶

栃
幼
連
理
事
長
　
石
嶋
　
　
昇

昨
年
六
月
か
ら

の
﹁
幼
保
一
体
化
﹂

の
動
き
の
中
、
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
等

で
大
変
ご
心
配
を

お
か
け
し
た
と
思

い
ま
す
が
、
七
月

ま
で
に
行
わ
れ
た
﹁
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
検
討
会
議
﹂
と
、
延
べ
二
十
九
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
会

議
を
踏
ま
え
た
中
間
報
告
で
は
、
全
日
私
幼
連

執
行
部
の
働
き
か
け
や
、
出
向
委
員
の
ご
努
力

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
主
張
が
か
な
り
の
項
目

で
反
映
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
伺
え
ま
す
。
但

し
、
今
の
政
治
は
何
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
の
で
油
断
せ
ず
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

少
子
化
、
巨
額
の
財
政
赤
字
に
震
災
復
興
対

応
が
重
な
り
、
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
は

益
々
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
は
常
に
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
、
幼
児
教

育
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
し
な
や
か
な

講
演

﹁
幼
稚
園
で
育
む
絆
﹂

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

松
居
　
和
氏

は
じ
め
に
、
ア
メ
リ
カ

の
子
ど
も
の
三
人
に
一
人

が
母
子
家
庭
で
あ
る
等
の

先
進
国
に
お
け
る
家
庭
崩

壊
の
現
状
を
聞
き
、
あ
と

を
追
っ
て
い
る
日
本
に
つ

い
て
も
衝
撃
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
子
育
て
に
お
け
る
父
親
の
役
割
や
保

育
者
の
役
割
な
ど
を
、
欧
米
や
イ
ン
ド
で
生
活

し
た
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
ユ
ー
モ
ア
あ
り
笑
い

あ
り
で
楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

幼
稚
園
の
仕
事
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
絆

を
深
め
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
で

き
、
快
い
充
実
感
を
覚
え
る
内
容
だ
っ
た
。
　

セ
ミ
ナ
ー

﹁
う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

実
技
講
習
会
﹂

あ
そ
び
歌
作
家
　
鈴
木
　
翼
      氏

保
育
士
を
経
て
あ
そ
び
歌
作
家
と
な
っ
た
鈴

木
先
生
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
あ
そ
び
歌
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て

い
る
。

今
回
は
、
最
初
か
ら
﹃
か
み
な
り
ど
ん
が
や

っ
て
き
た
﹄﹃
も
ち
も
ち
ぺ
っ
た
ん
﹄
な
ど
す

ぐ
に
役
立
つ
元
気
な
曲
が

た
く
さ
ん
披
露
さ
れ
た
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
満
載
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
会
場
全
体
が

一
つ
に
な
っ
て
楽
し
ん
だ
。

第58回第58回
栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー　

よ
り
大
塚
千
枝
子
セ
ン
タ
ー
長

の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。



1分科会

2分科会

3分科会

4分科会

5分科会

6分科会

7分科会

青柳　宏（宇都宮大学教授）
小堀　泉（氏家幼稚園園長）

・他園の事例が参考に
なった。
・問題意識ごとのグルー
プ分けが良いと思っ
た。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心の育ちと保育（82名）

横山　洋子（千葉経済大学短期大学部教授）
桒子　佳子（矢場川幼稚園園長）

・まとめの所で助言の横山
先生の話をもう少し長く
聞きたかった。

・問題提起が保育の身近な
事でわかりやすかった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

社会性の育ちと子どもの規範意識の芽ばえ（81名）

渡辺　千歳（東京未来大学教授）
斎藤　佳子（しずわでら幼稚園園長）

・事前アンケートでの質問な
ど、答えてくれる機会を
作ってもらえて良かった。
・絵カードなど実際の見本
があり、園で実践したい
と思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

気になる幼児と障がいへの理解（138名）

鈴木　智恵（栃木県幼児教育センター副主幹）
栗田　英子（黒羽幼稚園園長）

２～６歳の成長について疑問
や保育の悩みがあったが、成
長の一つの過程として受け止
めることができ、保育のあり
方を改めて考えなおすことが
できた。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

２～６才の発達、保育のあり方（103名）

五十嵐　敦子（白鷗大学准教授）
大中　清見（法得幼稚園園長）

難しいテーマではあった
が、たくさんの幼稚園で
の様子を聞く事ができ、
様々な先生の意見を聞く
事ができて良かった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

協同的な遊びと学び（82名）

日吉　佳代子（宇都宮共和大学教授）
加藤　みどり（真岡さくら幼稚園園長）

自分の園においての園内
研修のあり方を改めて考
えさせられた。若い先生
も意見が言いやすい環境
づくりをしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

園の課題にもとづく園内研修のあり方（49名）

加藤　千佐子（作新学院大学女子短期大学部教授）
大嶋　裕（今市中央幼稚園副園長）

各幼稚園の記録のとり方を知るこ
とができ、とても参考になりまし
た。これからの保育に活かしたいと
思います。又、今日の内容を園に
帰って皆にも伝え、園全体で活か
せるように努めたいと思います。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児理解と保育記録のとり方（81名）

　２１世紀を担っていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験を
通じて豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよう、２
日目は、１７の分科会に分かれて研究・研修にあたった。
　各分科会の問題提起者と会場は下記のとおり。

赤羽　里恵（高根沢第二幼稚園教諭）
保坂　和枝（かしわ幼稚園教諭）
松島久美子（せいほう幼稚園教諭）
柴　　絵美（法得幼稚園教諭）
高波由美子（高ノ台幼稚園主任）
片桐　紀子（にしだ幼稚園教諭）
東郷　敦子（第二ひかり幼稚園教諭）
高根沢麻衣（なでしこ幼稚園教諭）
鈴木　典子（山辺幼稚園副園長）
武井富有子（足利学園ひかり幼稚園教諭）
土戸　康子（聖アントニオ幼稚園教諭）
福田　優子（清滝幼稚園教諭）

安藤　紀子（聖母幼稚園教諭）
五十嵐市郎（宇都宮市立上河内西小学校教諭）
坂本　美保（下野市教育委員会 主幹指導主事）
武井　哲子（旗川幼稚園教諭）
金子　美由紀（明星幼稚園教諭）
　原　朋子（栗の実幼稚園教諭）
西奈美　佳奈（静林幼稚園教諭）

二荒山会館

パルティ

コンセーレ

二荒山会館

二荒山会館

パルティ

コンセーレ
ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

県総合文化センター

コンセーレ

県総合文化センター

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

問題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

県総合文化センター
ろまんちっく村
パルティ

13
14
15

会　場分科会
●講座部門

作新学院幼稚園
栃木県総合教育センター

16
17

会　場分科会
●免許更新、新採研

第58回第58回
栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会

2日目
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9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

17分科会

須 　正栄（㈲創紀・幼児教室「まんてんキッズ」指導員）
岡田　幾子（鹿沼みどり幼稚園教諭）

・改めて科学の楽しさを知
ることができ、明日から
子どもたちに教えてあげ
たいな、と感じました。
・自分で実際に作って体験
して、楽しく学ぶことが
できました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

「不思議との出会い」～科学する心を育てる～（51名）
久保山　茂樹（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所主任研究員）
小野塚　聡（おもちゃのまち幼稚園園長）

・保育者にしかできない支援
があるのだと気付いた。
・一人一人に合った支援を
していきたいとあらため
て思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における保護者とのかかわりと連携（76名）

佐々木　俊郎（佐野短期大学教授）
石川　健太郎（アルス南幼稚園園長）

・幼児期に運動することの
大切さを改めて感じた。
・今回の運動遊びを、実際の
保育に活かしたいと思う。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

健康な心と体を育む～幼児期に相応しい環境～（52名）
松村　正幸（鶯谷さくら幼稚園園長）
髙瀬　惠（佐野みのり幼稚園園長）

それぞれで出た意見を松村
先生にまとめていただき「遊
びと生活」での幼稚園での意
義、私たちが気をつけていか
なくてはいけない事を再確認
しました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

遊びと生活（豊かな体験を支える幼稚園の遊びと生活）（118名）

永井　弘美（矢板市立豊田小学校教頭）
小倉　庸寛（愛泉幼稚園副園長）

・幼小連携では解決しない
問題が多い中で、もっと
こうしたいという方向性
が見えてきた。
・小学校側、行政側の話が聞
けることは勉強になった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼・小連携（77名）
青木　章彦（作新学院大学女子短期大学部教授）
須田　令子（まこと幼稚園教頭）

実際に外へ出て体験した
り、写真を見たり、とても
参考になりました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼稚園における自然環境と「自然と親しむ保育」（41名）

新規採用幼稚園教諭研修（184名）
藤原　保利（佐野短期大学教授）
鈴木　奉一（黎明幼稚園園長）
井上　智賀（旭幼稚園園長） 問題が単純ではないの

で、どう評価したらいい
のか？　しかし考えを
深める良いチャンスと
なりました。

助 言 者
指定討論者 参加者の声

保育理念の可視化（50名）

大塩　宗里（白鷗大学はくおう幼稚園園長）
佐藤　麻矢子（野ばら幼稚園副園長）

親との思いが違うことは
仕方のない事だと勉強し
たので、これからの保育に
少し役立てられそうです。

助 言 者
コーディネーター

コーディネーター

参加者の声

共感しあえる保育者と保護者の関係づくり（94名）
小林　研介（呑竜幼稚園園長）
山荷　フサ子（作新学院幼稚園教頭）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（68名）

①ワークショップ「コミュニケーション能力の向上を目指して」
　指導：栃木県幼児教育センター２名、栃木県総合教育センター生涯学習部４名
②幼児理解について
　全体会：高木　恵美（栃木県幼児教育センター　指導主事）
　演　習：各地区新採教諭研修指導者

（詳細はP.7）

第58回
栃木県幼稚園教育研究大会
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04

106号

第
一
回
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

.

期
日
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日
︵
木
︶

.

会
場
コ
ン
セ
ー
レ

.

内
容
﹁
体
験
と
環
境
か
ら
生
ま
れ
る

造
形
遊
び
﹂

.

講
師
富
士
見
幼
稚
園
主
幹
教
諭

鮎
澤
未
来
氏

.

参
加
百
四
十
六
名

講
座
前
半
は
、
富
士
見
幼
稚
園

の
保
育
風
景
を
ス
ラ
イ
ド
で
見

た
。
子
ど
も
が
感
動
し
た
こ
と
を
、

子
ど
も
の
感
性
そ
の
ま
ま
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
教
材
を

提
供
す
る
か
。
ま
た
、
教
材
に
よ
っ
て

﹁
で
き
な
い
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
で
き
る
か
考
え
る
﹂
と
い
う
言
葉
に
、

素
材
研
究
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
で
き
あ
が
っ
た
作
品
の
展

示
の
工
夫
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
。後

半
は
、
実
際
に
製
作
を
し
た
。
数
点

作
っ
た
が
、
豆
絞
り
の
染
め
方
で
の
エ
コ

バ
ッ
ク
作
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
で
は

で
き
あ
が
り
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
ゆ
す
い
で
開
い
た

時
の
感
動
は
、
想
像
し
て
い
た
も
の
と
は

全
く
異
な
る
模
様

に
な
っ
て
お
り
、

何
と
も
言
え
な
い

も
の
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
感
動
を

子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
ら
れ
る
よ
う

な
保
育
を
日
々
で

き
る
よ
う
に
臨
ん

で
い
き
た
い
。

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
公
開
研
究
会

.

日
時
平
成
二
十
三
年
六
月
十
六
日
︵
木
︶

.

会
場
宇
都
宮
大
学
附
属
幼
稚
園

.

内
容
﹁
仲
間
の
一
員
と
し
て
の﹁
私
﹂の

在
り
方
〜
小
・
中
学
校
へ
つ
な

が
る
規
範
意
識
〜
﹂

.

参
加
百
四
名

県
内
外
か
ら
大
勢
の
参
加
者
を

迎
え
本
年
度
の
公
開
保
育
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
中
の
実
際
保
育
・
保
育
研
究
で
は
、

各
ク
ラ
ス
 で
行
わ
れ
た
保
育
の
中
身
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

午
後
の
部
で
は
、
附
属
幼
稚
園
研
究
担

当
教
諭
か
ら
の
研
究
報
告
後
、
国
立
教
育

政
策
研
究
所
・
生
徒
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー

滝
充
先
生
の
﹁
規
範
意
識
・
所
属
感
・
自

己
有
用
感
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ

た
。

特
別
支
援
教
育
研
修
会

.

期
日
平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日
︵
金
︶

.

会
場
二
荒
山
会
館
︵
鶴
の
間
︶

.

内
容
﹁
気
に
な
る
幼
児
の
理
解
と
支
援
﹂

.

講
師
横
浜
市
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

臨
床
心
理
士
　
安
倍
陽
子
氏

.

参
加
八
十
一
名

自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

説
明
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
効
果

的
に
活
用
し
な
が
ら
の
研
修
会
と
な
っ
た
。

参
加
者
た
ち
は
具
体
的
な
研
修
内
容
に

よ
り
、
実
践
的
に
、
そ
し
て
身
近
な
問
題

で
あ
る
と
捉
え
る
事
が
で
き
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
、
更
に

は
長
所
を
発
見
し
認
め
て
伸
ば
し
て
い
く

事
が
大
切
で
あ
る
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

る
研
修
会
と
な
っ
た
。

第
一
回
設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

.

日
時
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
︵
木
︶

.

会
場
二
荒
山
会
館
︵
松
竹
梅
の
間
︶

.

研
修
①
﹁
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に

つ
い
て
﹂

講
師
栃
木
労
働
局
雇
用
均
等
室

地
方
育
児
・
介
護
休
業
指
導
官

大
貫
文
子
氏

.

研
修
②
﹁
各
種
助
成
金
﹂
に
つ
い
て

講
師
栃
木
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

セ
ン
タ
ー
　
高
齢
者
給
付
金
担
当

相
談
員
　
　
　
　
中
村
律
男
氏

.

研
修
③
﹁
知
っ
て
得
す
る
各
種
助
成
金
の

活
用
﹂
〜
65
歳
ま
で
の
継
続
雇

用
義
務
化
、
育
児
・
介
護
休
業

法
改
正
の
流
れ
の
中
で
〜

講
師
栃
木
労
務
管
理
事
務
所伊藤

保
和
氏

.

参
加
七
十
四
名

今
年
度
の

第
一
回
設
置

者
・
園
長
経
営
研
修

会
は
、
最
新
の
雇
用

法
改
正
に
関
す
る
解

説
と
各
種
助
成
金
の

情
報
に
つ
い
て
、
資

料
に
そ
っ
て
詳
し
く

ご
指
導
い
た
だ
い

た
。
来
た
る
べ
き
少

子
高
齢
化
時
代
に
向

け
て
、
雇
用
問
題
解

決
へ
の
新
た
な
方
向

性
が
示
唆
さ
れ
る
内

容
で
あ
っ
た
。
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第
二
十
六
回
全
日
私
幼
連
関
東
地
区
教
員
研
修

山
梨
大
会

.

期
日

平
成
二
十
三
年
八
月
十
八
・
十
九
日

.

会
場

コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー
ル
︵
甲
府
市
︶
他

関
東
地
区
教
員
研
修

大
会
が
、
コ
ラ
ニ
ー
文

化
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会

場
に
約
千
二
百
名
を
超

え
る
教
員
が
集
ま
り
開

催
さ
れ
た
。

開
会
式
終
了
後
、
山

梨
大
学
の
加
藤
繁
美
教

授
よ
り
﹁
希
望
の
保
育

実
践
論
﹂
と
題
し
た
基

調
講
演
、
続
い
て
地
元

の
高
校
生
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
た
。
二
日
目
は
十
五

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
分
か

れ
研
修
が
行
わ
れ
、
第

五
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹁
心
の

育
ち
と
保
育
﹂
第
八
フ

ォ
ー
ラ
ム
﹁
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
保
護
者

と
の
か
か
わ
り
と
連

携
﹂
を
栃
木
県
の
先
生

方
が
担
当
し
た
。
厳
し

い
暑
さ
の
な
か
、
お
骨

折
り
い
た
だ
い
た
内
部

ゲ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー　

タ
ー　

そ
し
て
問
題

提
起
者
の
先
生
方
へ
敬

意
を
表
し
た
い
。

第
一
回
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

.

日
時
平
成
二
十
三
年
七
月
六
日
︵
水
︶

.

会
場
コ
ン
セ
ー
レ
︵
大
ホ
ー
ル
︶

.

内
容
﹁
身
近
な
自
然
︵
生
き
物
︶
環
境

へ
の
関
わ
り
方
・
楽
し
み
方
﹂

.

講
師
宇
都
宮
共
和
大
学
　

こ
ど
も
生
活
学
部

専
任
講
師
　
桂
木
奈
巳
氏

.

参
加
百
四
十
九
名

①
身
近
な
植
物
・
樹
木
の
不
思

議
、
②
植
物
や
虫
と
触
れ
合
う
、

③
自
然
の
大
切
な
も
の
と
い
う
三
つ
の
大

き
な
テ
ー
マ
で
お
話
を
伺
っ
た
。
ま
た
、

普
段
活
動
さ
れ
て
い
る
親
子
観
察
会
や
自

然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
お
話
を
聞
き
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
も
行
っ
た
。
あ
る
ま
じ
き

自
然
の
姿
や
生
き
物
の
つ
な
が
り
、
い
ろ

い
ろ
な
発
見
の
中
か
ら
考
え
る
力
や
忍
耐

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
何
で
も
与
え

ら
れ
る
今
の
時
代
に
こ
そ
必
要
な
も
の
だ

と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

栃
幼
連
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
講
習
会

.

日
時

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
︵
火
︶

.

会
場

二
荒
山
会
館
︵
鶴
・
亀
の
間
︶

.

内
容
﹁
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
安
全

教
育
﹂

.

講
師

宇
都
宮
中
央
警
察
署
交
通
総
務
課

企
画
係
長
　
森
本
誠
四
郎
氏

.

参
加
　
百
七
十
五
名

交
通
事
故
防
止
の
心
構
え
を
映

像
を
交
え
て
講
話
し
て
い
た
だ

き
、
危
険
を
予
知
す
る
こ
と
で
、
事
故
防

止
が
で
き
る
と
実
感
し
た
研
修
と
な
っ

た
。主

な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

①
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
技
術
に
注

意
。
特
に
無
謀
運
転
に
対
す
る
危
機
予
知

を
す
る
。

②
バ
ス
の
送
迎
時
に
、
親
に
付
い
て
来
て

い
る
幼
児
の
安
全
確
認
を
す
る
。

③
危
険
を
想
像
予
知
す
る
こ
と
で
、
事
故

を
防
ぐ
︵
飛
び
出
し
等
︶。

④
心
身
と
も
に
余
裕
が
な
い
と
、
危
険
予

知
能
力
が
低

下
す
る
︵
睡

眠
不
足
や
焦

り
は
禁
物
︶。

⑤
想
像
力
は

人
間
し
か
持

っ
て
い
な
い
。

自
分
の
想
像

力
を
自
分
の

安
全
運
転
に

使
う
と
よ
い
。

教
頭
・
主
任
研
修
講
座

.
期
日
平
成
二
十
三
年
七
月
二
日
︵
土
︶

.

会
場
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

.

内
容
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
、よ
り
良
い
人
間
関
係
に

役
立
て
よ
う
﹂

.

講
師
栃
木
県
連
合
教
育
会

相
談
部
長
　
丸
山
　
隆
氏

.

参
加
五
十
一
名

臨
床
心
理
士
・
心
理
劇
の
専
門

家
で
も
あ
る
丸
山
隆
先
生
の
講
話

は
、
参
加
者
の
心
理
を
と
ら
ら
え
た
興
味

深
い
も
の
で
、
終
了
時
間
が
早
く
感
じ
ら

れ
た
。

﹁
目
の
前
に
い
る
人
を
ど
う
感
じ
る
か

は
、
あ
な
た
の
生
活
環
境
か
ら
育
成
さ
れ

て
で
き
た
価
値
観
の
中
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
好
ま
し
く
な
い
人
と

感
じ
た
時
は
、
あ
な
た
の
中
に
そ
う
感
じ

る
何
か
の
要
因
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
ね
﹂
と
の
切
り
口
か
ら
、﹁
無

条
件
の
愛
﹂
を
母
か
ら
も
ら
っ
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
。

ク
レ
ー
マ
ー
的
保
護
者
へ
の
対
応
や
後

輩
教
員
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
な
ど
の
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を

通
じ
て
、
自
身

の
特
徴
を
体
験

的
に
知
り
、
ま

た
教
頭
・
主
任

と
し
て
の
役
割

意
識
を
再
認
識

で
き
た
研
修
で

あ
っ
た
。



新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　

宿
泊
研
修
報
告

で
、
自
分
の
成
長
に
合
わ
せ
て
内
容
も
変
化
し
て

い
く
。
短
時
間
で
の
理
解
は
難
し
い
の
で
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
の
説
明
、
実
際
に
他
の
企
業
で
使

わ
れ
て
い
る
ク
レ
ド
を
紹
介
し
少
し
で
も
理
解
し
、

自
分
の
﹁
ク
レ
ド
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。
選
択
活

動
で
は
、
五
種
類
の
内
容
か
ら
二
つ
選
択
し
て
の

活
動
。
こ
の
活
動
も
例
年
二
日
間
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
一
日
の
午
前
と
午
後
に
行
い
ま
し
た
。

普
段
は
何
人
も
の
こ
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
の
で

な
か
な
か
一
つ
の
事
に
出
来
な
い
が
こ
の
活
動
で

は
一
つ
の
事
に
集
中
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、﹁
一
つ
の
事
に
集
中

で
し
た
﹂、﹁
こ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
﹂
と
い

っ
た
内
容
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
常
、
気
付
け

な
か
っ
た
所
に
も
気
付
け
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
は
グ
ル
ー
プ
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
の

手
遊
び
コ
ン
ク
ー
ル
。
保
育
現
場
で
使
え
る
も
の
、

現
実
的
な
も
の
を
年
齢
に
応

じ
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
時
間
の
無
い
中
、
各
グ

ル
ー
プ
で
何
か
テ
ー
マ
を
決

め
様
々
な
手
遊
び
が
出
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
、
内
容
を

ア
レ
ン
ジ
で
き
る
手
遊
び
も

あ
っ
た
の
で
、
自
園
で
ア
レ

ン
ジ
し
た
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
実
行
委
員
、
講
師
と
し
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
三
日
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
で
今
年
も
素
晴

ら
し
い
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
に
参

加
さ
れ
た
園
の
園
長
先
生
方
、
震
災
後
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
研
修
を
お
手
伝
い
で
き

我
々
も
自
信
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

研
修
を
大
事
に
ま
た
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
新
採
の
先
生
方
の
こ
れ
か

ら
の
成
長
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
採
研
宿
泊
研
修
実
行
委
員
長

金
子
　
礎
泰
︵
聖
幼
稚
園
　
事
務
長
︶

平
成
二
十
三
年
度
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
宿
泊

研
修
が
、
八
月
三
日
︵
水
︶
〜
五
日
︵
金
︶
に
か

け
て
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
百
五
十
六
名
。

昨
年
ま
で
実
行
委
員
長
だ
っ
た
芳
賀
地
区
、
に

の
み
や
幼
稚
園
の
上
野
先
生
か
ら
私
に
な
り
最
初

の
宿
泊
研
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
自
分
な

り
の
テ
ー
マ
は
﹁
皆
で
楽
し
む
﹂﹁
挑
戦
す
る
﹂
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
研
修
で
は
あ
り
ま
す

が
参
加
者
が
楽
し
め
る
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
、

励
ま
し
あ
う
な
ど
の
内
容
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
以
下

研
修
の
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

最
初
の
活
動
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
は
今
年
は
実
行
委
員
、
講
師
の
先
生
方
も
参

加
し
て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
次
の
活

動
の
準
備
で
実
行
委
員
、
講
師
の
先
生
方
が
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
内
容
を
変
え
た
の
で
参

加
で
き
、
初
日
か
ら
、
新

採
の
先
生
と
の
距
離
が
縮

ま
り
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
ま

し
た
。
二
つ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
一
つ
は
グ
ル
ー

プ
に
一
人
、
我
々
が
入
り

グ
ル
ー
プ
内
で
親
近
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
自
分
の
長
所
を
言
っ
て
の
自

己
紹
介
。
そ
の
長
所
を
言
い
な
が
ら
名
前
を
呼
ん

で
あ
げ
る
。
個
性
的
な
長
所
の
新
採
の
子
も
い
た

の
で
結
構
楽
し
め
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
グ
ル
ー

プ
内
で
の
か
か
わ
り
合
い
を
深
め
る
た
め
の
、
研

修
に
取
り
組
む
上
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
し
ま
し
た
。
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笑
顔
で
い
る
、
五
分
前
行
動
、
意
見
は
積
極
的
に

言
う
な
ど
の
ル
ー
ル
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
活
動
は
体
育
館
で
行
う
の
で
す
が
、
我
々
、

実
行
委
員
が
先
に
体
育
館
に
行
き
、
新
採
の
先
生

達
を
〝
    ハ
イ
タ
ッ
チ
〟
で
迎
え
る
と
い
う
ス
タ
イ

ル
を
と
り
ま
し
た
。
初
め
て
行
っ
た
の
で
す
が
、

結
構
評
判
良
か
っ
た
で
す
。

続
い
て
も
全
体
活
動
で
す
が
、﹁
印
象
美
人
の
つ

く
り
方
﹂
と
題
し
て
講
師
に
﹁
私
ブ
ラ
ン
ド
塾
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
﹂
校
長
の
﹁
ち
と
せ
先
生
﹂
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
例

年
二
日
目
の
午
後
で
し
た

が
、
セ
ミ
ナ
ー
後
は
研
修

に
対
す
る
姿
勢
が
前
と
で

は
あ
き
ら
か
に
違
う
の
を

こ
こ
三
、
四
年
み
て
、
そ

れ
で
は
一
日
目
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
内
容
は
例
年
と
大
き
く
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
新
採
の
先
生
の
心

を
掴
ん
だ
よ
う
で
す
。
笑
い
も
あ
り
、
ま
た
ち
と

せ
先
生
自
身
が
学
生
の
頃
﹁
人
前
で
は
笑
え
な
い

自
分
﹂、﹁
い
じ
め
﹂
に
あ
っ
た
話
に
な
る
と
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
新
採
の
子
も
涙
し
て
い
ま
し
た
。

ち
と
せ
先
生
か
ら
、
人
は
変
わ
れ
る
、
笑
顔
は
人

を
寄
せ
付
け
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た

新
採
の
先
生
方
は
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
子

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
全
体
活
動
は
﹁
ク
レ
ド
作
り
﹂
で

す
。
ち
と
せ
先
生
と
リ
ン
ク
す
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
は
ど
ん
な
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

い
か
？
　
そ
の
為
に
は
何

を
す
べ
き
か
？
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
行
う
行
動

を
カ
ー
ド
に
書
き
ま
す
。

そ
の
カ
ー
ド
は
常
に
身
近

に
置
い
て
確
認
を
す
る
。

ク
レ
ド
は
徐
々
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
も
の
な
の

就
職
説
明
会

期
日

平
成
二
十
三
年
七
月
九
日
︵
土
︶

場
所

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

参
加
園
数
　
　
百
三
十
五
園

参
加
者
数
　
　
四
百
九
十
七
名

参
加
者
内
訳

県
内
学
生
　
　
四
百
十
名

県
外
学
生
　
　
八
十
七
名

平
成
二
十
四
年
度
に
幼
稚
園
教
諭
と
し

て
就
職
を
志
願
す
る
学
生
を
対
象
に
し
た

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

毎
年
行
わ
れ
、
今
年
で
第
十
五
回
と
な

り
、
学
生
の
中
で
も
恒
例
の
行
事
と
定
着

さ
れ
て
お
り
、
幼
稚
園
教
諭
を
強
く
希
望

す
る
多
く
の
学
生
が
、
開
催
一
時
間
前
か

ら
受
付
前
に
て
開
場
を
待
つ
長
蛇
の
列
を

作
っ
た
。

開
場
後
、
そ

れ
ぞ
れ
が
興
味

関
心
の
あ
る
幼

稚
園
の
席
へ
足

を
運
び
、
募
集

状
況
や
園
の
状

況
を
質
問
し
説

明
を
メ
モ
に
取

る
熱
い
姿
が
見

ら
れ
た
。

今
年
は
、
昨

年
よ
り
七
十
七

名
多
い
四
百
九

十
七
名
が
説
明

会
に
訪
れ
た
。



﹁
園
に
戻
っ
て
早
速
、
み
ん
な
で
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。﹂﹁
自
分
の
立
場
を
改

め
て
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。﹂
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た

時
間
で
の
演
習
で
し
た
の
で
、
続
き
は
、

ぜ
ひ
園
内
研
修
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
文
責
　
高
木
　
恵
美
︶

経
験
者
研
修
﹂
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

二
十
六
名
の
参
加
で
、
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
等
で
実
施
す
る
園
外
研
修
六
日
間
・
園

内
研
修
十
日
間
の
日
程
で
進
ん
で
い
ま

す
。八

月
五
日
︵
第
三
日
︶
に
実
施
さ
れ

﹁
中
堅
教
員
の
た
め
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
﹂
を
紹
介
し
ま
す
。

﹁
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
と
言
う
と
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
﹁
も
し
ド
ラ
﹂
の
影
響
で
御
存
知
の
先

生
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

講
師
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
部

の
田
代
　
哲
郎
　
副
主
幹
で
す
。
こ
の
研

修
は
小
・
中
学
校
の
管
理
職
や
中
堅
教
員

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
四
年

前
か
ら
幼
稚
園
の
研
修
に
も
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
振
り
返
り
シ
ー

ト
を
使
い
、
幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て
か
ら

十
年
間
の
仕
事
満
足
度
や
支
援
し
て
く
れ

た
人
々
、
仕
事
や
生
活
の
節
目
な
ど
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
幼
稚
園
に

お
け
る
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
性
や

幼
稚
園
の
内
外
環
境

の
分
析
と
特
色
づ
く

り
等
の
演
習
を
行
い

ま
し
た
。
園
の
要
と

な
る
先
生
方
な
の

で
、
自
分
の
園
の
も
つ
強
み
や
弱
み
を
明

確
に
分
析
し
、
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
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ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
、
学
級
懇
談
会
等
で

活
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
園
内
研
修
等
で

伝
達
の
時
間
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

★
演
習
﹁
幼
児
理
解
﹂午

後
は
、﹁
幼
児

理
解
﹂
を
テ
ー
マ
と

し
た
グ
ル
ー
プ
演
習

で
し
た
。

担
当
年
齢
ご
と
の

グ
ル
ー
プ
で
研
修
用

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、

一
人
一
人
の
子
ど
も

の
思
い
や
教
師
の
援
助
の
在
り
方
等
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

﹁
話
し
合
う
こ
と
で
自
分
が
気
付
か
な

い
こ
と
を
発
見
で
き
、
保
育
者
と
し
て
の

視
野
が
広
が
っ
た
。﹂
な
ど
、
協
議
を
通

し
て
、
自
分
と
は
違
っ
た
子
ど
も
の
見
方

や
新
た
な
援
助
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
普
段
の
保
育
で
悩
ん
で
い
た
こ

と
の
解
決
策
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
な

ど
、
改
め
て
自
分
の
保
育
を
振
り
返
る
場

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
指
導
助
言
の
先

生
方
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
グ
ル
ー
プ

協
議
と
的
確
な
助
言
で
、
幼
児
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
堅
教
員
の
た
め
の

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

法
定
研
修
の
一
つ
に
﹁
幼
稚
園
教
職
十
年

第
十
七
分
科
会

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修

七
月
二
十
七
日
に
栃
木
県
幼
稚
園
教
育

研
究
大
会
分
科
会
と
し
て
、
新
規
採
用
幼

稚
園
教
諭
研
修
の
第
三
日
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
目
指
し
て
﹂

午
前
中
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
生
涯

学
習
部
の
職
員
を
講
師
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
テ
ー
マ
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

初
対
面
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む
グ
ル
ー
プ

編
成
な
の
で
、
硬
い
表
情
で
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、﹁
あ
と
だ
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
﹂

﹁
バ
ー
ス
デ
イ
ラ
イ
ン
﹂
等
で
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
す
る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
笑
顔
に

な
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
を
通
し
て
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
話
に
心

を
寄
せ
て
聞
く
こ
と

や
、
思
い
を
認
め
、

受
け
止
め
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

今
回
経
験
し
た
ア

こ
れ
か
ら
の
研
修

こ
れ
か
ら
の
研
修

　

夏
休
み
明
け
か
ら
秋
に
か
け
て
実
施
す

る
研
修
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

九
月
二
十
八
日（
水
）

説
明
「『
と
ち
ぎ
の
幼
児
教
育
』
に
つ
い

て
」

　
　
　

今
年
度
よ
り
五
か
年
計
画
で
実

施
し
て
い
る「
と
ち
ぎ
教
育
振
興
ビ

ジ
ョ
ン（
三
期
計
画
）」を
受
け
た
本

県
の
幼
児
教
育
の
方
向
性
や
具
体

的
な
施
策
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

講
話「
栃
木
の
子
ど
も
の
体
力
の
現
状
と

幼
児
期
の
遊
び
」

情
報
提
供「
学
校
評
価
に
つ
い
て
」

●
幼
稚
園・保
育
所
等

　
　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

十
月
十
九
日（
水
）

講
話「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」

演
習「
体
験
！
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

演
習「
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
ろ
う
Ⅱ
」



八
月
か
ら
標
記
調
査
を
対
象
の
幼
稚
園
に

お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
の
管
理
運
営
状
況

・
会
計
処
理
状
況
　
等

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査

対
象
と
な
る
幼
稚
園
設
置
者
宛
て
に
通
知
し

て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
今
年
度
、
調
査
対
象
外
の
幼
稚
園

に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再
点
検
を
行
い
、

適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等
が

未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
一
月
上
旬

・
平
成
二
十
三
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金

︵
一
般
補
助
分
︶
の
内
定
に
つ
い
て
は
、
十
月

末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交
付
申
請
書
の

提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途
通
知
す
る
内
定

106号
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県
文
書
学
事
課

弔　

事謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
佐
野
市　

明
星
幼
稚
園

　
　

理
事
長
・
園
長　

瀧
口　

玄
英 

先
生　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
四
日　

逝
去

平
成
二
十

平
成
二
十
三
年
十
月
〜
月
〜

　
　
　

　
　
　

十
二
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

月
ま
で
の
事
業
予
定

平
成
二
十
三
年
十
月
〜

　
　
　

十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

10
月
１５
日　

※ 

保
育
を
語
る
会

１0
月
１５
日
〜
２９
日　

第
18
回 

ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
１９
日　

※ 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
２４
日
・
２５
日　

第
27
回 

全
日
私
幼
連 

設
置
者・園
長

       　
　
　

全
国
研
修
大
会（
熊
本
）

10
月
２６
日　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
２９
日　

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅶ

１１
月
１
日　

※ 

１０
年
経
験
者
研
修

１１
月
３
日　

と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

１１
月
８
日　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

１１
月
９
日・１０
日　
全
日
私
幼
連 

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
栃
木
）

１１
月
１８
日　

第
４２
回 

栃
木
県
放
送・視
聴
覚
教
育

　
　
　
　
　

研
究
大
会　

塩
谷・南
那
須
大
会

１１
月
２４
日　

設
置
者・園
長
研
修
会

１2
月
１
日　

全
日
私
幼
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会（
東
京
）

１2
月
３
日　

※ 

保
育
を
語
る
会

１2
月
１６
日　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

１2
月
２６
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

表　

彰

表　

彰

表　

彰

表　

彰

表　

彰

●
高
齢
者
叙
勲

　
　

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

虹
ヶ
丘
幼
稚
園

　

理
事
長
・
園
長　

月
江　

ハ
ル 

様

平
成
二
十
三
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

編集後記
一
昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

大
流
行
、
昨
年
は
猛
暑
が
９
月
中
旬
頃

ま
で
続
き
、
今
年
は
３
月
の
大
震
災
に

よ
り
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
計
画
停

電
、
放
射
能
の
影
響
も
食
や
住
に
も
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
よ
う
な
人
的
な
被
害
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
地
震
や
津

波
、
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
記
録
的
な
大

雨
に
よ
る
水
害
、
天
候
な
ど
想
定
外
の
災
害

を
被
る
事
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
自
然
の
猛
威
に
私
た
ち
人
間
は
ど
う

に
も
抗
い
難
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人

は
こ
れ
ま
で
様
々
な
災
害
を
受
け
て
き
て
も

そ
の
後
幾
度
も
立
ち
上
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
震
災
後
の
被
災
地
の
方
々
の
頑
張

り
や
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
な
ど
、
海
外

で
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
良
い

所
、
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

災
害
を
事
前
に
防
ぐ
対
策
も
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に
乗
り
越
え
ら

れ
る
精
神
力
も
大
切
で
す
。

私
も
武
道
︵
剣
道
︶
を
長
年
嗜
ん
で
お
り

ま
す
が
、
日
本
人
の
心
の
中
で
、
祖
先
か
ら

引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、

武
士
道
精
神
の
血
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
﹁
我
慢
強
さ
﹂﹁
礼

儀
正
し
さ
﹂
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。日

本
武
道
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
二
十

四
年
度
よ
り
中
学
校
の
体
育
の
授
業
で
﹁
武

道
の
必
修
化
﹂
が
始
ま
り
ま
す
。

武
道
に
限
ら
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
教
育
、

生
き
方
、
良
い
所
を
私
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

に
し
っ
か
り
伝
え
、﹁
日
本
人
の
心
の
文
化
﹂

を
支
え
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

︵
広
報
委
員
　
関
口
修
司
︶

通
知
に
基
づ
き
提
出
願
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
月
十
七
日
︵
月
︶

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教
材
費

等
補
助
金
︵
特
別
補
助
分
︶
関
係
書
類

一
　
特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア
　
対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ
　
対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に
関
す

る
調
書

ウ
　
対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限
　
十
月
三
十
一
日
︵
月
︶

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
、
児
童
相
談
所
の
判
定

書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
願
い
ま
す
。

二
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ
　
各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の
案
内

通
知
︵
写
︶

・
提
出
期
限
　
十
一
月
上
旬

三
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計
画
書

イ
　
預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ
　
保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
︵
写
︶

・
提
出
期
限
　
十
一
月
下
旬

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上

提
出
願
い
ま
す
。
　


